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モ ホ リ ・ナ ギ の 軌 跡

20世 紀 を終 らせ るた め に

武庫川女子大学 南 原 七 郎

19世 紀 末芸術 とい うの があ った。

それは,時 代 の終末 の苦悩 で あ り,

又20世 紀 文化 の出産への苦 悶で あ

った よ うにす ら見 える。

現在 われ われは,わ れわれの世

紀20世 紀末 を迎 えて い る。 この際

20世 紀 とは何で あったの かを考 え,

そ れ と共 に今起 きてい るといわれ

て い る20世 紀末文化 の苦悩 も考 え

て行 きたい ゜

それなの に何故 モホ リー ナギか,

何 故 ニ ュー ・バ ウハ ウスか とい う

疑 問 に関 しては,ド イッ ・バウハ

ウスが,何 故教育 としての デザ イ

ンをと りあげたのか'又 何故 近代

芸術 とデザ イ ンへ と向 ったのか,

そ の哲 学的理論 の上 に立 って考 えたい し,そ れ に引 きつ ぐア メリカでのニ ュー

・バウハ ウスの変 転 をも考 え,第2次 大 戦後 に大 きな華 を咲 かせ たデザ インと,
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その懈怠期 と,そ の活 性へ の苦 悶 まで現 らわせれば よい と考 えてい る。無論 こ

れに到 るまでの軌道 の敷設 者は,バ ウハ ウスで あ り,こ の聖 火 リレーの継 走者

がモホ リのニ ュー ・バ ウハ ウスで あろ う。他 に も多数 ヨー ロ ッパ,ア メリカに

も学校 は あったが,理 論的 に,哲 学的 に しっか りした もの が少 なかった よ うで,

こ れ らの方法 をこの二校 か ら学んだ と見 る方 が正 しいのでは なかろ うか。

ハ ンガ リーの夜 明 け

ラデ ィスラウス モ ホ リーナギは1985年(明 治28年)に 当時の オー ス トリア

・ハ ンガリー君主 国の バーチ ュボ ルシ ォー ドで古 くか らの領 主 の家 に生 れてい

る。だが これもナ ギの幼時 に父親 が賭 け事 に負 け,南 部 の大 きな農場 を手放 す

はめ にな り,父 親 は家族 を捨 て,当 時急速 に工業 が発展 しつ つあった新大陸 ア

メリカへの 「新移 民」 として,イ タリヤ人,ロ シヤ人,オ ース トリア ・ハ ンガ

リー人達 を含 む大移民群 の一人 と してアメ リカに行 った きり二度 と会 うこ とは

なか った。

彼の兄 は無理 に ドイ ツの金持 ちの親戚 にや られ,彼 と弟 のバ ンデ ィとは母 の

実 家 に帰 されて育 て られた。 このよ うな父の出奔 で実家 に帰 った母 は,周 辺 か

らよいよ うには言 われ なかった し一家離散 と母子家庭 の体験 をモホ リは して い

る。

当時ハ ンガリー もや うや く工業都市 が眼覚 めて来た頃 であ り,第1次 大 戦前

の全 ての ヨー ロ ッパ人 がもつ たよ うに,機 械文 明の発達 は,人 類 にバ ラ色 の夢

を与 えて くれ ると考 えていた時代 であ った 。

この時代的 雰囲 気,思 想 を青年期 の ラデ ィス ラウスに与 えたの は叔 父の グス

テ ィ ・バ シで あった。彼 は独身 でハ ンガリア語,ド イツ語,フ ラ ンス語 の多 く

の蔵書 をもつ羽振 りの いいイ ンテ リの田舎弁護 士で あ り,そ れ丈 に当時 のハ ン

ガ リーのお かれた位 置,将 来の見透 しにつ いて をラデ ィス ラウスに教 えた。即

ち文 萌の夜 明 を前 に して,ハ ンガリーで は教 会の支配下 で,後 進的 な昔 なが ら

らの活 気の ない農 民社会 の現状 と,そ れに比 べ て遠 くの工業都市 が無 限の進歩
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と希望 をもた らす もので あ るとの 見方 を教 えた。 そのための大 きな問題 は政 治

的 に オー ス トリア人 と,そ の支配者 ハ プスブル グ家 に対す る抵抗精 神で あった。

工業 化,そ れは近 代的 な理 論の進歩性 を意味 していたの に対 す るあ こがれ希望

であ り,そ れに至 るため に打破 しなければ な らない封建時代 の社会制度,さ ら

に大 き くの しか かってい る支配者 ハ プスブル グ家,そ してハ ン グリーな現 実の

日常生活,そ の よ うな環 境 がモホ リーナギの大 きな活 力 となったよ うに思 われ

る。 そ して父親 に去 られ た子供 としての母 の悲 しみ,母 が受 けた世 間か らの冷

た い母子家庭 に加 えられ る仕打 ちに対 して,ど うして も世 間の 人々 を見返 して

や ろ うとい う気持 が,こ の幼 い時 代の精神構 造 を形 成 して行 った と考 え られ る。

ラデ ィス ラウ スは,お となしい子供 で,よ く勉強 し,又 夢 み る少年で あった

が,こ の よ うな くせ があ った。 これは 自分で これが一番 いい と決 めた こ とは,

が む しや らに熱 中す るくせ と,彼 に対 してで あれ,他 人に対 してで あれ,不 当

な非難や,早 ま った非難 の言葉 に対 してはす ご く怒 り議論 をつづ ける くせで あ

った。彼 は夢想 家 で あり,詩 人であ り,又 バ イタ リス トで あった。 そ して その

詩 は表現主義 の詩 人 アデ ィを踏襲 した前衛詩 で あ り,そ れ に彼 は総体 的 な同時

代性 以外 の判 断 を基 準 とす る考 えの 全て を排 除す る当時 の創始者的 考 えを もっ

て いた。 これは1887年(明 治20年)生 れの ル ・コル ビジエ も持 っていた考 えと

同 じであ り,こ の考 え方 は一方近代 を創 造 し ょうとす る人 々に受け入 れ られた

もので ある。即 ち古 い しきた りに代 って現在 が進 行 している との見方 であ った。

モホ リは又,新 しいイ メー ジ ・メーキ ン グをす ることが,新 時 代へ進 むための

人類救 済 だ とす る信念 をもって いた し,そ の原動 力は テ クノロ ジーで あろ うと

信 じて いた。

1914年 第1次 大戦 が始 ま り,モ ホ リは砲兵将 校 と して従 軍 してい る。 グロ ピ

ウスも ドイツ軍 の騎兵 と して従軍 し,両 人共 負傷 し生命 をと りとめて いる。 こ

の共通 の体験 も彼 等の性格 を形 成 して行 った もの と考 え られ る。時代 はその哲

学の上 で も変化 を与 えていた。分析的 な理性 の専横 に対す る哲学 上の革命 が あ
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った。 ウ ィリアム ・ジェイムズ(米,1842～1910)の 『多元論の宇宙』 や,ア

ンリ ・ベ ル グソン(仏,1859--1941)の1910年 か らの 『創 造的発達』 が新 鮮 な

驚 きと啓蒙 を切 り開 いて いた。 ミ当時 は全 てが建 設的 な思 考 に強 く支配 され て

お り,現 在 のよ うに世 に充満 してい る欲 求不満 の暗 い影 の影響 は まだなか った

ミ とグロ ピウスは述べ て いる。

第一次大戦 は,こ れ まで産業革命 によ ってもた らされた機械 文明 が人類 の未

来 をバラ色 に染 め あげて いたものが,恐 ろ しい大量 殺勠 の道具 に利用 され るの

を人 々は知 った。1917年 戦 争 を避 けてス イスに亡 命 していた作 家達 は,戦 争 に

対 する憎悪 と,信 じて いた機械 文明の裏切 りに怜 笑 をこめて雑誌 に ダダと命名

した。裏 ら切 られた知性 は ここに一切 を否定 し破填 す る ことを主張す る。 即 ち

美学的価値,文 化的価 値,伝 統的価値,理 性へ の信 頼 を否 定,一 切の価値,一

切の価値 の可能 を否定,芸 術形式 の否定,破 壊 を主張。造形 美術分野 での参加

者 には,ア ルプ,ピ カ ビア,エ ル ンス ト,デ ュ シャ ン等 がいた。 この ダダは戦

勝 国 フ ランスの パ リで は1922年 頃 解 消す るが,戦 敗 国 ドイッでは,無 政府 主義

の政治運動 に変形 し,そ の破壊的性格 によって 自らも破壊 して行 き,や が てこ

の運動 の精 神や造形 方法 は シュ ルレアリズムに展 開 してい った。戦争 は破 壊 で

あると共 に新 しいメ カニズムと,思 想 の新生 で もあった。 この第一次 大戦 によ

る哲学,復 興 への理 論 は,第 二次 大戦 まで続 く。 これ を20世 紀 前期 と名付 けて

もいいのでは なかろ うかと思 われ る程 明確 性 をもってい るよ うで ある。

封建時代 が くず れ新時代 の訪 れ,そ れ が社会 的 には革 命 とな り,又 一方 旧秩

序 へ も どそ うとす る弾 圧 が行 われ る。若 い世代 は革命 に賛 成 し,古 い世代 は弾

圧 に賛成 す る。

1918年11月 に ドイツに革命 が起 り,第 一次 大戦 は同盟側 の敗 戦 となった。 モ

ホ リが,幼 時 に植 えつ け られたハ ンガリーの支 配者,オ ース トリアの ハプ スブ

ル グ家 が崩壊 し,ハ ンガ リー共和 国の成立 が宣 言 され,初 代首相 として ミハ ー

イ ・カーロ イがなった。11月13日 に休戦条約 が調 印 され,11月 に ブ ダペス トで
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ハ ンガ リー共産党 が結成 され,リ ー ダー として ロ シヤ軍 の捕 虜 とな ってい たベ

ラ クンが な り,こ こにハ ンガリー革 命が起 った。

マ ルクスの理論 を政治 の世 界で育成 していた一握 りの知的指導 者達 は別 と し

ベラ クン

て,全 ての世 代の 人々は

その身 の処理 とい う困難

な選択 に迫 られてお り,

聖 職 者達 は 今までの依存

していた王 権 をはなれ,

不 面 目なが ら個 々の信徒

の集会 に依存 して行 かね

ば ならな くな り,封 建日寺

代の土地制 度は崩れ,旧

小作 人の責 任管理 とな り,

実 業家 は権 力と結 びつ い

ていたのが,労 働組 合の

機嫌 をとらね ばな らなか

った。 そ して新 しい軍隊

では,人 民委 員が高級将

校の位置 につ いて いた。

色 々な主 義主張 がぶ っか り合 った混乱 の時 代で あった が,や がて人間の本 来の

秩序 を求 め る気持 が再 び生活 を堅実 な秩 序 を とりもど したが,前 日までの革命

は新 しい現実 の社会 として直視 しなければ な らな かった。 モホ リに とっては,

多 くの同世代 の青年 と同 じくハ ンガリア ・ソビエ ト政権 の樹立 を宣 言 したベ ラ

クンを新 生ハ ンガ リアの救世主 に見 えた。若 い モホ リは この政権 に芸 術的指

導 を情熱 をもって当 ろ うと申 し込 んだ。 だが彼 が,か つて没落 した とは い え旧

地主階級 に属 してい た事 と,軍 隊で は砲兵将 校で あった点 で,こ の審査 には受
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けつけ られなかった。 しか し,モ ホ リにいわすれ ば,こ の革 命指導 者達 は革命

の真 の内容 であ る民衆 の精 神的,物 質的要 求 に対処 す るよ りも,中 立地 帯 をど

うす るか,国 力 をど うす るかに大 わ らわで あった。 それ に内 部の党 員は 「無産

階級 の教育」 とい う偽 りの名の も とに無 用で下品 な過 去の儀式 を真似 て いる。

即 ち革命 に対 して理 論的 に訓練 されていない人 々の内情 を見 て落胆 して こ ちら

か ら去 ったのだ とい ってい る。1918年11月 に初代共和 制の首相 とな ったベ ラ

クンも1919年2月 には カー ロイ政権 を支持 す る社会 主党の要請 でベ ラ ク ンを

始 め とす る中央 委員 の大部分 が逮捕 され,又3月20日 連 合国休戦 委員長 ビ クス

中佐 による国 を蓄 に譲 渡せ よ との通告 に,カ ーロイ政 権 は総辞職 となった。3

月21日 に社会民 主党 は共 産党 と協 力 しベ ラ ク ンを出獄 さし,国 境 に迫 りつ っ

あると信 じていた ソ ビエ ト赤軍 に救 い を求め,プ ロ レ タリア革命政府 を樹立 し,

こ こにハ ンガ リー革命 が成功す る。 ベ ラ クンは実質的 な指 導者,公 式は外務

人民委員 として指導 に あたる。連合軍 は4月 にルーマニ ャ,チ ェコ両軍 によ る

武 力干渉戦争 を開始,ハ ンガ リー軍 は反撃善戦 した が国 内に食糧 危機 が起 り,

国 内で も反 革命の策動 者 も増加,さ らに7月 ルーマニ ヤ軍 が反攻 し8月1日 ベ

ラ クンは政権 の放棄 を宣言,こ こにハ ≧ガ リー革命 は5ヶ 月で失敗 した。 そ

れ故ハ ンガリー国内 は外交,防 衛 戦,反 革命勢 力の弾圧等 で革命理論 の確 立 と

実行 を軌道 にのせ る まで もな く壊滅 す る。 それ故 内 部でのモホ リの考 える革新

が考 えられ遂行す る所 まで行か なかったの であろ う。

第1次 大戦 に,初 め て連 合軍 の中 に黄色人種 の 日本 が加 わった点 もあ りヨー

ロ ッパ人の間 で黄禍 論 な ど精神 の動揺 が大 きくな り,シ ュペ ングラー(1880～

1936)の 「西欧 の没 落」 が1918年 か らベ ス トセ ラーにな り新 しい哲学,思 想,

宗 教 を求め る機運 が盛 ん となった。即 ち新 ピタゴラス派 か ら影響 を受 けたユ ダ

ヤ教 の神智学,さ らに神 智学 よ り生 れた 「芸 術 と しての教育」 をル ドルフ ・シ

ュ タイナ ーによ って開 発 されてゆ く,又 一方 ゾロアス ターを開祖 とす る宗 教,

ア フラーマ ズ ダ(AhuraMazdah)を 最 高神 とす るのでマ ズ ダ教 と呼 ばれ たが,
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これ も盛 ん に研究 された。 これ らの新 らしい宗教哲学 につ いての研 究 に共通 し

てい えることは,キ リス ト教 にこだわ らず根 元 に さかの ぼって精神 及 び思想 の

原点 から見直 ほ そ うとす る姿勢 があった ことであ る。 それ故発想 につ いて も原

点で ある人 間性 の根本 の追及 か ら行 われた点 を重視 しなければ ならないだろ う。

戦後のハ ンガ リー革命の失敗 と内部の堕落 は,モ ホ リの才能 を彼の祖 国以外

の地で生 かす こ とを決心 させたよ うに見え る。1920年 の初 め ブ ダペ ス トで最後

の数 ヶ月 を過 ご した後,3月21日,国 境 を越 えオース トリアの ウイー ンに亡 命

した。亡 命 とい う精神的 な自由 と共 にあ る民族 的 な苦痛 は,そ の後時 によ り噴

出 し彼 は その時 々 に考 え解決 しなければな らなかった。彼の一生 の ドラマ は一

方 には新 しい クリエ イテ ィブな旗手 としての華 々 しさと共 に,二 方解決出来 な

い亡 命者の苦痛 が,彼 を死 が さそ うまでつ きま とった こと を,当 時の若 かった

モホ リには未 だ分 らぬ ことだ った。

ブ ルー ノ ・タウ トが そのユ ー トピア的宇宙像 を形 成 し始 めたのは第一次 大戦

前の ことだった。 フ ラ ンスの トニ イ ・ガルニエ(Garnier,T)が 独 自で 「工

業都市」 の構 想 を発 表 したのが1910年,ベ ー レンスがA・E・Gの 電灯 器具 を

デザ イ ンし,工 業 デザ イ ンの最初 とい われた時 が1907～8年,同 じくべ一 レ ン

スが当時 の建 築 の大 きな課題 で あった工場 建築 に新 しい方向 を示 したA・E・

Gの ター ビン工場 が1909,青 年 グロ ピウス がガラス張 りの明 るい清潔 な工場,

フ ァブス工場 を完 成 したのが1913年,ペ レーがtン テ ユウ街 ガレー ジを新 しい

色 ガラスの近代 的デ ザ イ ンで行 ったの が1905年,オ ルブ リッヒがやや表現 主義

的な幻 想的建 築,エ ルンス ト・ル ドウィヒ館 と向 いあった造形 芸術 のパ ヴイリ

オンを完成 したの が1901。 ヴ ァン ・ド・ヴェ ル ドがワ イマー ル美術学校(後 に

バ ウハ ウスの建物 に なった)を 完 成 したのが1905年,こ の よ うに第 一次 大戦前

は次第 にウ ィー ン工 房(WienerWerkstatte)以 後 次 第 に新 しいヵ向の模索

がおこなわれて いた。 これ らの作品 の中 には 「ユ ー トピア」 の専 門家エ ル ンス

ト・プロ ッホの 「偉大 な建 築は全 て独 自のや り方 でユー トピアの なかへ,人 間
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にふ さわ しい空間 の先取 の中へ 入 りこんで建 て られ てい る 。」 とい う思想 のも

とに表現 され たものが 多 くあったの ではなかろ うか。 これがやがて芸 術 か,機

能 かの論争 になるのだ が。

モホ リは,こ の よ うな空 気の 中で ヨーロ ッパで い うならば地 方のハ ンガ リー

か らウイー ンへ,さ らに戦後 ドイツ革命の中での 「芸 術労働 評議会」,後 「ノ

ベ ンバー ・グルペ」(11月 集 団)と して うず まいて いたベ ルリ ンへ,当 時 大流

行の流感 に冒 され なが ら1月 の冬のベ ルリ ンの ホテ ルに倒 れ込 んだ。恐 ら く彼

は毎 日々々着 いた街 で得 たアルバ イ ト料 をわず か な食 費 と汽車賃 に あて,や っ

とベ ル リンに到着 した のだろ う。 も しクエ ーカー教徒 の若 い教育 者 ライ ン ホ

ル ト・シャイラーが その場 にい なかったな ら,後 の モホ リは存 在 しなかったで

あろ う。 当時 の敗戦後 の ドイツで は人情 も荒 れて いた中 での,こ の あた たかい

シャイラーの 人情 の こ もった手厚 いもてな しにモホ リは生 命の親 と して 「ライ

ン ホル ト ・シャイラの肖像」(油 性鉛筆 ・紙)を 描 いてい る。 これはモホ リ

の写 実的 な作 品の最後 となった。

病 気回復後,ベ ル リン西地区 の屋根 裏部屋で クエー カー教徒の援助 で画家 と

して一人立 ちした モホ リは,次 第 にその時 代の最 先端の 問題点 に喰 い込 んで い

った。幾 何学 的構 成主 義的 な コラー ジュ 「赤 ・黄 ・黒 の コラー ジュ」,著 書 「ホ

リゾ ン ト」(1921,ウ イ ー ン),当 時 の カメラ技 術の新 しい試み,カ メラな し

の写真 フ ォ トグラム を創作,「 マ」,「 デ ・ステ イル」,「 カイエ ・ダー ル」

の最精鋭 の芸 術論雑誌 に執筆,「 タイポグ ラフ ィ絵 画」(油 彩 ・麻 布)と 早 く

も論筆 に,構 成主義絵 画 に,カ メラ芸術 に,タ イポ グ ラフ ィに心 は 多彩 に動 い

てい る。 ベ ル リンでの最初 の年 にモホ リに決定 的 な影響 を与 えた人は,自 己流

の ダダイズム をつ くりそれ を 「メルツ」 と呼 んだハ ノー バー出身 の クル ト・シ

ュヴ イッター スであ った。

モホ リは,折 衷派 の西半球 をヘ レニズム風 の銀 行 の建 物 やルネサ ンス風の邸

宅,ロ ーマ人の記念碑 が沢 山 ある広場 や庭園,又 官能的 な裸 婦や表現 の ど ぎつ

一45一



い静物 をあ しらった壁面 で一杯 になった風 景 を見る時,芸 術 は華 やか な資本主

義下 におけ る ミは なはだ しい浪黙 の一部 になってい ると見 た。創造 的 な良心

の喜 び をもつ真 の創造 者達 にとっては… とその視点 を説明 してい る。 しか しこ

の資本 主義的芸術 は無造作 に創造的 な過程 を無視 した排斥 行為 であった に しろ,

反 面有難 い面 も あった。 それは芸術論争 の分野 を狹 め,高 度 の専 門的水準 を保

たせ ることで あ った。 第一次大戦 が終 るとそれ まで隔離 されていた芸 術家集落

は武器 と しての芸術 を見直 した。国家,教 会,家 族 の三者の荒廃 の中 にあって,

視 覚 的価値の新 た な規 範 が求 め られた。 その要 求のは げ しさは肖像 画や静物 画

を葬 って しまっ た。 その戦 いの スロー ガ ンは 「基 本 に戻 れ!」 で あった。 色彩,

線,光,そ れ に素材 の構 造 は,人 間 とその誤 った シ ンボ リズム によって手垢 の

ついてい ない,そ れ らの本来 の純枠 の姿 が探究 され た。新 た な映像 と新 たな社

会はが っ ちりと手 を組 んだ。社会 的 な行為 と しての芸術 は,宗 教 をこえ,人 種

をこえ,ま た国 をこえ,す べ ての 目覚 めた人々の共通 の財産 となった。 その 目

的は美学的満 足 と経 済的満足 が政治的 に自由な立場 か ら同等 に得 られ る,無 階

級的 な価値 の尺 度で あった。

芸術家 の集団 は一掃 され,ア トリエ の論争 は集会 ホー ルに移 され,僅 かな新

入 り弟子 の代 りに大勢 の人達 が教 え られ ることになった。 カ ンヴ ァス と石膏 の

外 に,ポ ス ター,パ ンフ レッ ト,写 真,映 画及 び舞 台装置 が教材 に追加 され,

旧社会 は内部 か ら大量 生産 と大量配布 のための機能 的 なデザ イ ンと,居 住者 を

圧迫 す るので は な く,居 住 者 に寄与 す る機 能的建 築 によ り,攻 撃 を うけ るこ と

になっ た。1920年 代 の ヨーロ ッパ精神 の特徴 で あった高度の楽天主義 の精神 の

下 におい ては,デ ザ インされた物理的環境 は,デ ザ イ ンされた社会 関係 をつ く

りだすだ ろ うと思 われた。 全て を包含す るデザ イ ンの革 命において明 らか にさ

れた映像 と素 材の基本 的性質 及び機能 は,社 会的又 は人間生活上の諸関係 につ

いて,す っ きり とした法則 をつ くりだす であろ うと考 えられた。新 たな もの を

生み出 そ うとす る個 々の創造 的行為 が何世紀 来の伝統 に立 ち向 った ところで は,
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全 ての世 界 が一つ のバ ウハ ウスとい う学校 となったの だ。 「同 じ精神 の もとに

結合 した とい う意識 が強 く,大 胆 で,意 気軒 昂で,く じけ ることな く,余 裕 し

ゃ くしゃ くとした」 この偉大 な運動 は10年 間続 いた。1930年 まで にそれは その

力 を使 い きっていた。即 ちフ ァシス トの反革命 に破 れ,ワ イマ ール共 和国は と

って代 られた。 モホ リは この時代 をこ うい う風 に見て い る。

第1期,前 期 ワイマー ル ・バ ウハ ウスは1919年3月20日 か ら1923年3月 の イ

ッテン退職 まで と区切 る方 がよ りカ リキ ュラムの変更,教 育方針 の転 換 か ら見

て よいのでは ないか と考 え られ る。

この時期 のバ ウハ ウスはマ ス ダスナー ンを思想 の源 泉 とし,や や シュ タイナ

ー派的発 想 をもって イ ッテ ン ・シュー レを経営 してい た教育 者 と して の経験 者,

若 くて独身の ヨハ ネ ス ・イ ッテ ンを中心 に渦 巻 いてい た。 イッテ ンの哲学 宣言

に 厂芸術 家 は高揚 された工芸家 であ る。 まれ な霊感 の瞬 間,自 己 の意志 を越 え

た瞬 間,天 の恩寵 が かれの作品 を芸術 に開花せ しめ よ う。 しか し手工 の熟達 は

全ての芸術家 に不可 欠で ある。」 と して いる。 これは,1914年 ケ ル ンに於 ける

ドイツ ・ヴエ ルクブ ン ド年次総会 でのム テジウスの規格 化(テ ィピジー ル ング)

に対 し,ヴ ァン ・ド ・ヴェル ドは個性 主義 の側 に立 ち 「ヴェル クブン ドの 中に

も,芸 術 家の いる間は,… …彼 らは,い かな る規範 を示 されて も,ま だ どんな

規格化 を勧め られて も,そ れ に反対す るだろ う。芸術 家 とい うものは,本 質的

に心底 か ら熱烈 な個 人主義 者で あ り,自 律 的 な創作家 なのであ る。芸術家 は,

決 して 自 らの意 志で,標 準 とか規範 とかい ったもの を強制 す るよ うな規律 に服

した りす るものでは ない。」 と主張 して いる。 この2つ の論 争 は,イ ッテ ンと

グロ ピウスの論 争 に も似 て,今 日又再 び考 え出 され る問題 では なかろ うか。

イ ッテ ンは学長 グロ ピウス と教育理 念 にをいて 自己 の全人教育 の哲 学 とあい

い れぬもの と考 えてバ ウハ ウ スを去 った。

イ ッテ ンの後 にモホ リが グロピウスか ら勧誘 されてマ イス ター となった。 モ

ホ リは,ど う考 えて いたのだ ろ うか。 「バ ウハ ウスの設立哲学 慢 の中 に全て
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を包括 す る現 代建 築 の実 現 とい う特別 な目的 をもって いた。 その独立 した集 合

施設 の中では,さ ま ざま な芸 術 一あ らゆ る分野 の デザイ ン,あ らゆ る技 術の形

態一 は同 列 に置か れ,そ の指定 の場所 を見 出すぐは1922年 『MA』 誌 のル ー ト

ヴイ ヒ ・カサ ック及 びモホ リーナギのこ新 しい芸術家 の書"に 元気溢 れた言葉

として,ご く自然 に近以 して いるよ うに見 え る。即 ちこ我 々は変 えねば な らな

い一創 り出 さな ければな らない。 何故 な ら,運 動は創造 を意昧 するか らだ。運

動 は均 衡 にもって いかな ければな らない。 なぜ な ら,そ うす ることによ っての

み,形 態 は創 り出 され るか らだ。 この新 らしい形態 が建 築で ある。"さ らに

バウハ ウスは20世 紀 の視覚的革 命の触 媒 であ った。 それは 日常的 にあ る実 体に

関す る個 々の新 しい理 論 が正 しい ことを確認 した。人 間の成育 の中核 と しての

「家」 は 色彩
,構 造,空 間,光 線,形 態 を計 るた めの尺 度 となった。観 念的 な

分類 と創造的 な努 力が,手 わ ざの訓練 と結 び ついて,人 間の根源的 な構 成衝 動

としての建 築 とい う中心 の観 念 に集中 していた。

教 育学上 のバ ウハ ウスのプ ログラムには二重 の 目的 があった。

1。 特 に建 築 に関連 あ るデ ザインのff事 の ため に創 造的 な人達 の理論,手 わ

ざ及 び技 術の教育 。

2.建 築及び室 内装飾 に関連 する実 際的 な調査 作業の実施 と工業及 び工 芸品

のひ な型 の開発,で あった。 この意図 的 な総 合の 目的の中 には,壁 にかけ る絵

や床 の じゅ うた ん,子 供や大人の ための家具,又 台所道具 があが っていた。 ダ

ンスや ドラマが詩 や音楽 と同 じよ うな重要 性 をもって いた。 人間の 住居 とその

住居 の中で維 持 される活 動は,人 間の文 化の進 歩 を全 体的 にあ らわ してい るも

のと考 えられた 。 さらにモホ リは,グ ロ ピウスの訴 える ところは納得 出来 るも

のと してバ ウハ ウハ ウスの マイス ター になる决心 を したよ うで,イ ツ テンの表

現主義,全 人教育 か らモホ リは構成主 義,機 械肯 定主義 へ とグロピウスの方針

にそって行 くの で あ る。

モホ リの デザ イ ン開発 についての態 度 は,ポ ー ル ・シ トロエ ンのい うよ うに

.・



「強 い,む きになった犬の よ うに,モ ホ リはバ ウハ ウスの世 界へ飛び込み,ま

だ未 解決 の問題 を嗅 ぎ出 して狩 り出 し,攻 撃 したのだ った。」 ワイマ ール とデ

ッサ ウ時代 においてのモホ リは,生 活 と仕事 とは一 緒 くたにな っていて,余 暇

とい う言葉 はモホ リには なかった とい われてい る程 仕事 に熱中 した。

彼 の猛 犬的嗅覚 は,光,運 動,映 像,写 真,タ イポ グラフィ,金 属,舞 台装

置,デ イスプレ,フ ォ ト・モ ンター ジュによ るtス ター,花 火等 の未解決 の問

題点 を従横 に嗅 ぎ出 し,新 しい意慾 を もって挑 戦 して行 った。 それは現 代の よ

うな さめ.た目,感 激 を失 った 目で はなかった。

バ ウハ ウスにおい ては各教 科 目の担 当教授 は,各 自 自分 の教科 に対す る哲学

的理 論 を公表 し,自 分 の教科 目に対 す る教育方針 を明確 に していた ことが,我

々の 目か ら見 ると眼 をみは る ものであ る。

ここに ドイツ ・バ ウハ ウス及 び渡 米後の モホ リのニ ュ三 ・バ ウハ ウスの期 間

分類 を示 す。(Fig1)

バ ウ ハ ウ ス の 期 問 分 類 南 原 作 成

9

合 計13.5年

,.

期 間 名 称

第1期
前 期

ワイマール ・バ ウハ ウス

第2期
後 期

ワイマー ル ・バウハウス

第3期
前 期

デ ッサ ウ ・バ ウハウス

第4期
中 期

デッサ ウ ・バ ウハ ウス

第5期
後 期

デッサウ ・バ ウハ ウス

第6期
私 立

ベル リン ・バ ウハウス

年 月 日 経過年

1919年3月20日

～

1923年3月

4年

1923年4月

1 .

1925年3月

2年

1925年10月15日

ti

l928年3月

2.5年

1928年4月

～

1930年8月1日

2.5年

1930年8月5日

～

1932年9月30日

2年

1932年10月25日

f

1933年3月
3月 よ り8月10

日まで休校

O.5年

学 長 摘 要

初 代

グロ ピウ ス

創設より

イッテン退職まで
国立

グ ロ ピ ウ ス

モホリ=ナ ギ予備課程担

当よリワイマール・バウ
ハウスの自主廃校声明ま

で

国立

二 代

ハ不ス ・

マ イヤー

デッサウ市立として出発

よりグロピウス,モ ホリ
ーナギ等の退職まで

市立

三 代

ミース ・ファン
・デル ・ローエ

マイヤー学長就任よりマ

イヤーの契約解除まで
市立

三 代

ミー ス ・ファ ン
・デ ル ・ロー工

ミースの学長就任より閉

鎖まで
市立

ミ ー ス ・ フ ァ ン

・ デ ル ・ ロ ー 工
ミースによる私立研究所

設立より解散声明まで
私立



分 類

第1期

第2期

第3期

第4期

第5期

第6期

第7期

第8期

第9期

第10期

校 名

ニ ュー ・バ ウハ ウ ス

デ ザ イ ン 学 校

デ ザ イ ン 学 校

デ ザ イ ン 研 究 所

デ ザ イ ン研 究 所

イリノイ工科大学

付属 デザイン研究所

イリノイ工科大学

付属デザ イン研究所

イリノイ工科大学

付属デザ イン研究所

イリノイ工科大学

付属デザ イン研究所

イリノイ工科大学

付属デザ イン研究所

ニ ュ ー ・バ ウハ ウ ス の 期 間 分 類

南 原 作 成

Fig.2
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期 間

1937年

～

1938年

1939年

S

1942年

1942年

S

1944年

1944年

1

1946年

11月za日

1947年

S

1949年

1949年

s

1951年

1951年

f

1955年

1955年

4

1966年

1966年

s

1969年

1969年

f

現 在

経過年

1年

3年

2年

2年

2年

2年

4年

10年

3年

学 長

モホ リ旨ナギ

モホ リ閏ナギ

モホリーナギ

モホリーナギ

シェ ル

マ イエ フ

シェ ル

マ イエ フ

クロ ン ビー

学長代 理

クロ ン ビ ー

テイ ラー

J・ ダブ リン

J・ ダブ リン

(コ ー ン教 授)

J・ ダブ リン

所 在 地

シカ ゴ市

プ レイリー通1905

シ カゴ市

イ ー ス ト・オ ン タ

リオ通247

イー ス ト・オ ン タ

リ オ通247

1945年 まで イー ス ト・

オ ンタリオ通247

1945年 一一1946年 まで ノ
ース ・ステー ト通1009

1946年 か らノー ス ・デ

ィァボー ン通632

ノー ス ・デイア ボ

ー ン通632

ノー ス ・デ イアボ

ー ン通632

ノー ス ・デ イアボ

ー ン通632

ノース ・デ イアボーン

通632

1956年4月30日 サウス
・ステー ト通3360

イリノイ工科大 学 クラ

ウ ンホ ール

イ リノイ工科 大学

ク ラウ ン・ホー ル

イ リノイ工科大 学

ク ラウ ン ・ホ ール

摘 要

シカゴ美術工業協会の招

きでイギ リスよりラホリ

渡米す

1941年12月8日

日米 開戦

戦時用 にカリキュラムを

改める。1944・ アメ リカ

工業デザイナー協会発会

1945年8月15日 日本敗戦

第2次 大戦終 る

1946年11月24日 モホ リ死

す

モホリ急死によりシェル

マイエフ学長となる

グ ロピウ ス及び ミー ス ・

フ アン ・デル ・ロー工等

の尽 力に よ りイリノ イ工

科 大学 内 に入 る

モホリ派の弱体化,大 論

争後バウハウス系教授解
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1928年2月4日 初代 学長 の グロピウスは30年 までの 契約期 間 を待 たず に辞任

届 をデ ッサ ウ市参事会 に提 出 した。 そ して次期 の学長 にハ ンネス ・マ イヤー を

推薦 した。

当時 の新 聞 ミフラ ンクフル ター ・ツァイ トゥン7`:第209号,フ ラ ンクフル

ト ・アム ・マ イン,1928年3月17日 付 の ワル ター ・デ クセ ルの記事 によるとバ

ウハ ウス とは次 の よ うな学校 だ と書 いて いる。 「バ ウハ ウスとは一体 なん なの

で あろ うか?… …絶 えず困難 と闘い なが らも,グ ロ ピウスは,生 産 的で,経 済

的 にも科学 的 にも利用 で きる機 関 を,い わゆ るアカデ ミー や職 業学綾 がnで も

そ うで あるよ うな,た ん に ミ教 える鳶機 関 の代 りに造 る ことに成功 した。今 日バ

ウハ ウスは,一 般工場 がそれをもとに して,か な り廉価 に大量 生産 で きる実用

的 な原型 を開発 し,テ ス トす る実験 室……で あ る。」

われ われ の世紀20世 紀 は,こ こに示 され るよ うに廉 価 に,大 量生産 で,実 用

1的なデザ イ・を目標 と して来たのTあ る.そ れは,常 に搬 大衆,そ れは低所

得者層 を意識 の対象 と し,そ の ため に努 力 をつづ けて きたのであ る。 これが20

世 紀前期 の文化,デ ザ イ ンの方向で あった。 これ が20世 紀後期 にな り次第 に低

所 得 か ら中高所得 とな るにつれ,デ ザ イ ンの哲 学 に変 革 が加 えられて くるの で

ある。 之 を20世 紀末 とい うべ きか,21世 紀 の前 ぶ れ文 化 と見 るべ きかは今後の

大 きな問題 と したい。

バ ウハ ウス計画 は ,芸 術 と技 術の総合 を土台 としていた が,技 術部 門が見 る

見 る大 きぐなってい くこ とによ り,そ の土台 は次第 に崩 れていった。建築家ハ

ンネス ・マ イヤーの指導 の下 に,一 群のバウハ ウスの教師 た ちは,方 法 と実験

が専 門的 な技巧 よ りも上 に置 かれていた総合教 育の 当初 の考 えを公然 と非難 し

た。 この反対す る グループは,バ ウハ ウスの予算決定 に関与 す る何 人 かの政治

家 の間 にあ らか じめ支持 を得た。 ワル ター ・グロピウ スの上 にか けられる圧 力

は益 々強 力になった。1928年1月13日,グ ロ ピウスはバ ウハ ウスの校 長 を辞任

した。1月17日 に モホ リは グロ ピウス と全 く同意 見で ある宣言 して辞 任 した。
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この2つ の考 え方 は,現 在の わが国のデザ イ ン教育の 中に もある問題 で,根

本的 な重 要 な問 題 と して も う一度反 省すべ きであ る。

モホ リは,ミ バ ウハ ウスでの私 の仕 事は,同 時 代の理論 を形態 と言語 に翻 訳

す るこ とに関 してで あ る。 それは非常 に大 きな仕 事で あって,そ の ため私 には

外部 か らの解釈 にわず らわされる暇 はなし丶 と考 えていた し,彼 は どん な芸術

家 よ りも天 オの 自然 な自己啓 示 とい う神秘的 な信仰 は もってい なか った。彼 は

エ ジソ ンの言葉 「1%の 霊 感 と99%の 努 力で あ る」 とい う言葉 は芸 術 にも あて

はまる として気 に入 った諺 の1つ と して いた。 それ丈モ ホ リの研究 及思索 の努

力は大 きく,世 間で い う大天 才モ ホ リとい う考 え方は好 まなか った。教育 者,

研 究者 とは,そ の問題点 の発 見及 び解 決への理論体 系確 立 に不断の努 力が要 求

されてい ること を指 してい るので あろ う。

モホ リは1928年33才 の時 にバ ウハ ウス を辞任 した後,『 ザ ・ニ ュー ビジ ョン』

の執筆 に と りかか ろた。 この著書 は1929年 にベ ル リンか ら発行 され る。 その後

映画 に,演 劇 に,絵 画,彫 刻,デ イスプ レ,ポ ス ター と多方面 に 自営活動 をつ

づ けた。彼 は フ リー と して立派 に自立 し得 たの で ある。 それなの に何故,苦 労

の 多い異 国 アメ リカで 「ニ ュー ・バ ウハ ウス」後 の 「デザ イ ン学校 」の経営 に

の り出 したので あろ う。

その疑 問は,グ ロピウスの場合 に もい える。彼 は中堅建築家 と して立派 に自

営 していたので ある。 それ になぜ 当時 で も政府 の文部行政下 の組 織 に入 らない

ユ ニー クな学校 バ ウハ ウス を,あ らゆ る困難 な抵 抗 を排 して学 校経営 に努 力 し

た のだ ろ うか。

グロ ピウスの 学校経営 を決心 した理 由 は,「 如何 に1人 の建 築家が,作 品 を

つ くって も,時 代 を大 きく動 かす こ とは出来 ない。 それな らば,学 校 をつ くっ

て多 くの学生 に 自分 の思 想 とデザ イ ンの方向 を教育す る ことによって,彼 等 が

卒業 して世 界 に散 って行 くな らば,そ れ丈大 き く世間 を変 えて行 くこ とが出来

るでは ない か。 」 この考 え方の下 で最 も理想 的 な教育 を 目指 した。 それがバ ウ

ー52一



ハ ウス宣言 となって現 らわれてい る。

それに対 して モホ リの場合 は 「バ ウハ ウス時代 にモホ リの進歩 に寄与 した最

も重要 なこ とは,教 え るこ とを生涯 の仕 事 と して受 け入れた ことで あった。彼

は行為 と存 在の統一,健 全 に生 きることと創造的 にもの をつ くり出す ことの有

機 的 な一体化 を発見 した。誰 しも創 造的 な仕事 に発展 さす ことの出来 るエ ネル

ギーは,そ の人の生物 学上 の存在 か ら引 き出 してい る。 モホ リは人間 は誰 で も

才能 を持 ってい ると信 じて いた。 人間は誰で も調子,色 彩,感 触,空 間経験 な

どの感覚 の印象 を自由 に持 て る。 生 命の構 造は これ らの感覚 の中 にす でにあ る。

人は これ らの生れ なが らの能 力の機敏 さをとどめる ことによ り ミ正 しくこ生 き

るべ きであ ると信 じていた。」

私は モホ リの人間的苦悩 も理解 出来 ると共 に,モ ホ リとグロピウスの人間的

な温 かい力強い親分的 な友情 はア メリカに行 って も,モ ホ リの困難 な時 に力に

なった し,グ ロ ピウスの モホ リに対す る弔詞 に も現 われて いる。 この よ うなデ

ザ イナー同志の 力強 い友情 には我 々の心 を深 く打 つ ので ある。 モホ リは1946年

(昭和21年)の11月24日 に死 亡 した。 われわれ 日本人 には モホ リの渡米1937年

(昭和12年)日 本 が蘆溝橋 での 口中両軍衝突 から 目中戦争 が開始 した年で あ り,

死 亡 が戦後混乱時 で あったので,ニ ュー ・バ ウハ ウス をつ くったモホ リの活動

は戦後 大分 不明で あった。戦後,戦 争 中の アメ リカ工業 デザ イナー協会 が発足

・し,又,人 間工学 が進 め られていた ことも不明 で あった。 戦後 を私 は20世 紀後

期 と名 づけて いる。 日本は戦後 か ら始 め てヨーロ ッパ の理 論 を理解 しょうと し,

技 術的 にも立 ち上 って行 った。 それで も初 めはテ クノロ ジーの上 で も,理 論の

上 で も驚 きのみ であっ た。 今 日の工業 デザ イ ンの発想 が企業 中心 とな って,そ

の転換 が要求 されてい る時代 とな り,又,20世 紀 前期 の低所得者層 の大衆 を対

象 としていたデザ イ ンが,後 期 において次 第 に中所得,時 には高所 得者層 に向

上 す るにつ れて,そ の デザ イ ンに対 す る要求 に変革 を求 め られ るよ うにな り,

再 び アール ヌーボーや装飾 的 なス タイルが要求 され る変革期 が もた らされてい
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る 。 さ ら に デ ザ イ ン教 育 の 面 で も 問 題 の 影 を落 し 初 め て い る 。 即 ち デ ザ イ ン 教

育 と は 専 門 家 の 養 成 か,教 養 と し て の 教 育 か の 問 題 を か か え て い る 点 で あ る 。

さ ら に オ リ ジ ナ リ テ ィ の 点 で 各 国 のcntitutionが 問 題 視 さ れ,特 に 日 本 の こ の

体 質 が 考 究 さ れ る こ と が 急 が れ,又 デ ザ イ ン の オ リ ジ ナ ル を創 造 す る た め の 新

し い 創 造 理 論 の 確 立 を 要 求 さ れ る時 代 に な っ た 。 又,先 進 国 と 開 発 途 上 国 と の

関 係 が そ の 技 術 賃 金 の 上 で 問 題 を な げ か け て い る 。

こ の よ う な状 態 で 現 在 程21世 紀 に 対 す る 未 来 を 予 想、し,あ る べ き姿 を指 示 す

る 哲 学 的 基 盤 を も つ 理 論 の 確 立 が 望 ま れ て い る こ と を わ れ わ れ デ ザ イ ナ ー 及 び

デ ザ イ ン教 育 者 は 考 え ね ば な ら な い 時 に 遭 遇 し た よ う に 思 わ れ て な ら な い 。

(了)
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